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新宮市の要請を受け

件 名 市道の地滑り箇所に専門家を派遣

～新宮市熊野川町東敷屋の道路法面被災地～
ひがししきや

近畿地方整備局では和歌山県と「道路復旧支援チーム」

を発足させ、台風 12 号による道路の被災箇所の早期復

旧の支援を進めています。

新宮市熊野川町内の市道法面で、大規模な地すべりの

概 要 兆候が現れ、新宮市から和歌山県道路復旧支援チームに

現地診断の要請がありました。

この度、学識経験者とともに現地診断を実施し、復旧

方法等についてアドバイスを行います。

●日時：９月３０日（金）１４時３０分から

●場所：和歌山県新宮市熊野川町東敷屋

（市道東敷屋小津荷線(旧国道168号)）
ひがししきや こ つ が

●学識経験者：大西有三氏
（京都大学理事・副学長、近畿地方整備局道路防災ドクター）

（主な専門：地盤・岩盤工学）

取り扱い

配布場所 近畿建設記者クラブ
大手前記者クラブ
新宮中央記者会
新宮記者クラブ

問合せ先 和歌山県道路復旧支援チーム

近畿地方整備局 交通対策課長 西海 俊幸
道路構造保全官 竹内 智明

電話 06-6942-1141（内線）4511



（参考）
１．診断箇所

和歌山県新宮市熊野川町東敷屋（市道東敷屋小津荷線(旧国道 168 号)）

２．診断内容
・変状発生の原因について
・復旧方法について

３．位置図

４．被災状況

法枠コンクリートの損傷状況 擁壁の損傷状況

診 断 箇 所


